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     視覚障
しかくしょう

がい等
とう

の理由
りゆう

がある人
ひと

のために，営利
えいり

目的
もくてき

を除
のぞ

き「録音
ろくおん

」「点字
てんじ

」「拡大
かくだい

」などを認
みと

めます。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 沼隈
ぬまくま

支所
しし ょ

の１階
かい

南側
みなみがわ

の窓
まど

にゴーヤのグリーンカー

テンが設置
せっち

されました。グリーンカーテンは光
ひかり

をさ

えぎり，冷房
れいぼう

の設定
せってい

温度
おん ど

を上
あ

げることができ省
しょう

エネ

に有効
ゆうこう

です。まだ小
ちい

さな苗
なえ

ですが太陽
たいよう

の光
ひかり

を浴
あ

びて 

グングン育
そだ

ち，立派
りっぱ

なグリーンカーテンに

なる日
ひ

が楽
たの

しみです。そしておいしいゴー

ヤが食
た

べられる日
ひ

が待
ま

ち遠
どお

しいです。 

《福山
ふくやま

市制
しせ い

９５周年
しゅうねん

記念
きね ん

事業
じぎょう

》 

 

 

 
 
 

 今年
こと し

は，福山
ふくやま

出身
しゅっしん

の功労者
こうろうしゃ

である山本瀧之助
やまもとたきのすけ

没後
ぼつ ご

８０周年
しゅうねん

の節目
ふしめ

にあたります。山本瀧之助
やまもとたきのすけ

が主張
しゅちょう

し

た理念
りねん

や功績
こうせき

を紹介
しょうかい

する巡回
じゅんかい

パネル展
てん

を市内
しない

１０

施設
しせつ

で開催
かいさい

します。（前半
ぜんはん

の５回
かい

の日程
にってい

をお知
し

らせし

ます。） 
 

１ と き  ７月１日（金）～７月１４日（木） 

ところ  福山市役所本庁舎市民
ふくやましやくしょほんちょうしゃしみん

ホール 
 

２ と き  ７月１５日（金）～８月２日（火） 

ところ  北部市民
ほくぶ し み ん

センター市民
しみん

サロン 
 

３ と き  ８月３日（水）～８月１８日（木） 

ところ  沼隈支所
ぬまくまししょ

ロビー 
 

４ と き  ８月１９日（金）～９月１日（木） 

ところ  新市支所
しんいちししょ

ロビー 
 

５ と き  ９月１６日（金）～９月２６日（月） 

ところ  神辺文化会館
かんなべぶんかかいかん

ロビー 
 

問
とい

 合
あわ

 せ  南部生涯学習
なんぶしょうがいがくしゅう

センター 

       ℡ ９８０－７７１３ 

 

 
 
 

集合時間
しゅうごうじかん

  ７月３０日（土）１０：２０ 

集合場所
しゅうごうばしょ

  鞆港走島渡船桟橋
ともこうはしりじまとせんさんばし

 

内  容  走島
はしりじま

での産業体験
さんぎょうたいけん

・史跡
しせき

めぐり 他 

費
ひ

   用
よう

  往復
おうふく

の渡
と

船代
せんだい

 

中学生
ちゅうがくせい

以上
いじょう

１０００円・小学生
しょうがくせい

５２０円 

昼 食 代
ちゅうしょくだい

（実費
じっぴ

）５００円 

持 参 物
じ さ ん ぶ つ

  帽子
ぼう し

・タオル・水筒
すいとう

・筆記
ひっき

用具
よう ぐ

 他
ほか

 

定
てい

  員
いん

  ３０人 ７月１日から受付
うけつけ

 

申込
も う し こ

み・問合
と い あ わ

せ  南部生涯学習
なんぶしょうがいがくしゅう

センター 

      ℡ ９８０－７７１３ 

南部
なんぶ

管内
かんない

の講座
こうざ

のご案内
あんない

です。 みなさま どうぞ ご参加
さんか

ください。 

青年
せ い ね ん

の父
ち ち

 

 
  

１ 生
お

い立
た

ち 

瀧之
たきの

助
すけ

は１８７４年（明
めい

治
じ

６年）１１月１５日，

山本孫次郎
やまもとまごじろう

・ サ タ の 長男
ちょうなん

と し て 沼隈郡草深村
ぬまくまぐんくさぶかむら

（現沼隈町
げんぬまくまちょう

）に生
う

まれた。山
やま

本家
もとけ

は，分家
ぶんけ

する時
とき

，譲
ゆず

り受
う

けた３反
たん

（３０アール）たらずの田畑
たはた

を耕作
こうさく

する

農家
のうか

であった。彼
かれ

は幼少時
ようしょうじ

より身体
からだ

が弱
よわ

かったが，

向学
こうがく

心
しん

に燃
も

え，熱心
ねっしん

に読書
どくしょ

し，英語
えいご

も独学
どくがく

であった。

また，１２才
さい

の時
とき

から２年間
ねんかん

，近
ちか

くの岡崎朝一先生
おかざきあさいちせんせい

の

漢学
かんがく

塾
じゅく

で勉強
べんきょう

した。小学校
しょうがっこう

を卒業
そつぎょう

した瀧之
たきの

助
すけ

は，

中学
ちゅうがく

への進学
しんがく

を希望
きぼう

したが豊
ゆた

かでない家
いえ

の事情
じじょう

を

考
かんが

え，進学
しんがく

を断念
だんねん

した。 

やがて戸長
こちょう

役場
やく ば

へ雇
やと

われるようになる。当時
とうじ

の日本
にほん

は市町村制
しちょうそんせい

の実施
じっし

や帝国
ていこく

憲法
けんぽう

の発布
はっぷ

，帝国議会
ていこくぎかい

の開設
かいせつ

を目前
もくぜん

にひかえ，近代国家
きんだいこっか

へめまぐるしく変化
へんか

する

時代
じだい

であった。役場
やくば

には官報
かんぽう

や新聞
しんぶん

・雑誌
ざっし

があり，地方
ちほう

における情報
じょうほう

センターであると同時
どうじ

に 宿 直
しゅくちょく

の夜
よる

は，村
むら

の若者
わかもの

たちの社交
しゃこう

の場
ば

でもあった。瀧之助
たきのすけ

は 

新聞
しんぶん

や雑誌
ざっし

をむ

さぼるように読
よ

み，立身出世
りっしんしゅっせ

のた

め，上 京
じょうきょう

する夢
ゆめ

を募
つの

らせた。  
 

執筆
しっぴつ

：上田
うえだ

靖士
せいし

 

（山本瀧之助研究会会員
やまもとたきのすけけんきゅうかいかいいん

） 
山本瀧之助生家
やまもとたきのすけせいか

（１９３０年頃
ころ

） 


